






要約:川崎病患児 25例の急性期および回復期のペア血清について抗血管内皮細胞抗体を間

接蛍光抗体法により検索した。対照として健康小児 8例および膠原病患者 5例の血清を用

いた。川崎病患児では 25 例中 18 例(72%)が急性期または回復期に弱陽性～陽性反応を示

した。健康小児では 8 例中 1 例(13%)が弱陽性反応を示し、膠原病患者では 5 例中全例が

陽性反応を示した。川崎病では B細胞の polyclonal activation が認められるが、血管内

皮細胞に対する自己抗体の存在が明らかとなり、川崎病の血管炎の発生機序に関与する可

能性が示唆された。


